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【論文内容の要旨】 

 本論文は、格助詞の交替を事例として言語変異の分析を行い、言語使用の際に人はどのようにして、ある言語

変異形ではなくもう一方の変異形を選択するのか、という研究課題に取り組む。

 本論文では、「が／の」交替と呼ばれる、従属節主語標示としての格助詞「が」と「の」の交替現象と、「が／

を」交替として知られている、可能形または願望形述部と共起する目的語標示「が」と「を」の交替現象を研究

対象とする。本論文における言語変異を分析する方法論は３つの観点に基づく。コーパスを用いた定量的研究、

心理言語学での実験による研究、それから音声学での実験による研究である。それぞれの分析方法は、おおよそ

本論文の章立てに相当する。

 第２章では、定量的観点に基づいて、従属節主語標示に用いられる格助詞「が」と「の」の交替現象『「が／の」

交替』（cf. Harada 1971）についてコーパスを用いた分析を行い、それら助詞の使用に現在進行中の言語変化が存

在するかどうか議論した。本研究では、国会会議録と日本語話し言葉コーパスをデータとして採用したが、それ

らは「が／の」交替における言語変化を観察する上で、収録されている発話量や話者情報などの観点から現時点

では最適のコーパスであると考えられる。分析には混合効果ロジスティック回帰を採用し、その結果は、「が／の」

交替には「が」が「の」に次第に取って代わるという言語変化が存在することを示したが、その一方で、該当す

る環境での「が」と「の」の使用は、「の」の使用が消失することなく安定することを示唆している。これは、主

に「が／の」交替と統語構造が全く異なるが表層上区別がつかない疑似「が／の」交替（Sakai 1994, 菊田 2002）

の存在に起因すると考えられる。さらに、今回観察された言語変化の存在は、「が」と「の」の使用分布の歴史的

変遷という観点からも妥当であると考えられる。

 第３章では、格助詞「が」と「の」の使用に対する言語処理と理解の影響について分析を行う。3.1 節では、「が

／の」交替の「が」と「の」に対する隣接性の影響について議論した。3.2 節では、「の」名詞句の２種類の解釈

の選択と言語外的要因との関係について議論した。

 第４章では、目的語標示としての格助詞「が」と「を」の使用（「が／を」交替）と情報構造の関係について、

韻律的特徴を用いた実験を行い、経験的観点から議論した。本研究では容認度判断課題を行い、その隣接性の影

響を経験的に実証した。また、「が」名詞句の主語／目的語解釈の比率について基準値を推定するため、「が」名



詞句の解釈における文完成課題を行ったところ、言語理解において「が」名詞句の主語解釈は、目的語解釈より

も圧倒的に優勢であることが証明された。最後に、様々な韻律パターンを用いた音声知覚実験を行った結果、「が」

目的語は焦点を受けることを好むことから、助詞「が」が焦点と密接な関係がある、もしくは目的語に焦点を引

き寄せることを示唆している。さらには、非隣接環境の「を」目的語の場合には焦点が目的語ではなく動詞の直

前に位置する介在要素に置かれた場合に容認度が高くなったことから、動詞の直前の位置がデフォルトで焦点を

受ける位置であるという経験的証拠を提示した。

【論文審査の結果の要旨】 

 本論文の特徴は、ガノ交替、ガヲ交替という、日本語研究の中で久しく論じられてきた問題に対して、理論的

側面と実証的側面の双方からバランスよくアプローチして見せた点にあると言ってよいだろう。大量のデータを

扱う際の統計的な手法も手慣れており、結果として有用な情報を提供してくれている。特に、日本語研究の分野

で、コーパス言語学と実験言語学の両方を扱うことができる研究者は極めてまれであり、その点で貴重である。 

 成果として、第 2章のコーパス分析では、二種のコーパスが言語変化上のどの段階にあるかということの仮説

を示し得た点が評価できる。 

 第 3章のガノ交替における隣接性の問題では、Miyagawa の研究を紹介しつつ、Miyagawa の仮説では説明できな

い副詞成分が遅延を引き起こすことを示し、「の」名詞句の再分析による違いが読みの遅延を引き起こしたとする

結論を導き出した点も重要である。 

 ガヲ交替を扱う第 4章では、動詞に隣接しない「が」目的語の解釈に焦点が大きく関わることを実験で示し、

動詞直前がデフォルトで焦点を受ける位置であることを示し得た点が評価できる。 

 このように、言語理論、コーパス調査、実験、計量・統計処理といった多方面の知識を統合的に駆使し、特に

言語変化を中心に論をまとめ上げたという点で、本論文は高く評価できる。とはいえ、問題がないわけではない。

一つには、各章を有機的にまとめ上げて一つの論文としての完成度を高めるという工夫が足りない。同じガノ交

替を扱う第 2章と第 3章では、やはり両者を繋ぐ議論が必要であったし、また第 4章のガヲ交替の議論がやはり

隣接性などのキーワードのもとで、その関連を述べる箇所があってもよかったはずである。コーパスの話者の選

定はどのように決定されたか、なぜロジスティック回帰分析を用いながらオッズ比を示さないのか、あるいはそ

もそもなぜ助詞の交替現象を取り上げたのか、といった動機付けや手続きについての説明が乏しい点も、読者に

対して不親切であると言わざるを得ない。言語能力と言語使用の問題と、言語産出と言語理解の問題の切り分け

も十分行われているとは言いがたい箇所も見られる。 

 このように、未だ解決されない問題が内包されてはいるものの、やはり本論文は当該の問題を扱う研究の中で

は優れた成果を示しており、博士（文学）の学位論文として十分な水準に達しているものと結論づけられる。 


